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＜ 要 旨 ＞ 

 

 現在リチウムイオン電池は、その電圧の高さや汎用性の高さにより世界で多く使用されている

が、金属リチウムの反応性の高さや電解液の有機溶媒により発火・爆発の危険のデメリットもあ

る。そこで、電解液に水溶液を用い、水と爆発的に反応する金属を使用することなく、安全で高電

圧かつ充電可能な電池を作ることを研究目的とした。 

 電池の正極には、アニリンに置換基を導入した種々のアニリン類の高分子、負極には、イオン化

傾向に基づいて種々の金属を用いて検証を行った。その結果、正極に o-ニトロアニリンポリマー、

負極にマグネシウムを用いた電池で高電圧なものが作成でき、電解液に水溶液を用いた電池の壁と

いわれている公称電圧 2V を超える新しい電池の開発に成功した。 

 また、導入した置換基の置換基定数と作成した電池の電位に強い相関があり、新たな知見を得る

ことが出来た。 


